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香社研のこれまでの研究の経緯

【内容研究として】 【方法研究として】

○社会認識の系列化
○人間環境を見つめた学習
○社会認識をひらく
(地理的・歴史的・公民的内容)

○経験学習(地域課題)と問題解決学習
○学習構造化論(学習構造と思考構造)
問題解決的思考

○典型学習論
○問いと論証の調べ学習、
思考力・表現力の育成
○特色ある教育課程
○基礎・基本の定着と発展の学習
○学びの過程と社会科ノートづくり
○社会に開かれた教育課程

○一単位時間の学びの過程を類型化
○特色ある学校づくりという視点を取り
入れ、教育課程における社会科の位置
づけや社会科と他教科等との関連を図
る研究に発展し、カリキュラム ・ マネジ
メントを意識した研究

教育の不易と流行

継承と発展



研究主題

多様な他者とともに、これからの時代を
主体的に生き抜くための社会形成力を育てる

社会科学習の創造

～公民としての資質・能力の基礎をはぐくむ学習論の再構築～



研究主題設定の理由

主体的に
社会の形成に参画しようとする態度等の育成

主題設定の理由

前 学習指導要領における課題

将来の予測をすることが難しい時代において、
社会の形成者として現代的な諸課題に対し、
社会の一員として課題に向き合い、
よりよい社会や人生の創り手となること



研究主題設定の理由

社会科教育のねらい

「公民的資質の基礎を養う」



研究主題設定の理由

社会科教育のねらい

「公民的資質の基礎を養う」

グローバル化する国際社会に
主体的に生きる平和で民主的
な国家及び社会の形成者に
必要な公民としての
資質・能力の基礎の育成



研究主題設定の理由

社会に開かれた資質・能力

未来志向的資質・能力

社会形成力

様々に複雑な条件が絡み合っている
集団や社会を多角的に認識し、
そこに生じている諸問題を解決し、
より望ましい社会を創っていく資質・能力



研究主題について

社会形成力とは

現代社会にあって、
□ 将来どのような集団や社会にしたいかという見通しをもち

(未来志向的な学びの視点)
□ 科学の論理や既有知識及び経験をもとに集団や社会の中で

何ができるかを他者との関わりの中で考え
(社会に開かれた学びの視点)

□ 自己の社会的立場や役割を自覚し、それに基づき行動できる
未来志向的かつ社会に開かれた資質・能力

（学習指導要領の３観点）



研究主題について

社会形成力とは
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研究主題について

社会形成力とは

① 自分がその集団や社会の
一員であることへの認識

② 自分が生きている
集団や社会への誇り・愛情

③ 自分が生きている集団や社会の
発展に尽くそうとする力



研究主題について

社会形成力とは

① 自分がその集団や社会の
一員であることへの認識

② 自分が生きている
集団や社会への誇り・愛情

③ 自分が生きている集団や社会の
発展に尽くそうとする力

見方・考え方

見方・考え方



研究主題について

社会形成力の育成

幼児期
育って欲しい10の姿、見方・考え方

生活科
目標、見方・考え方

中学校社会科
目標、見方・考え方

公民としての資質・能力の基礎の育成

小学校社会科
目標、見方・考え方



研究主題について（縦の系統から）



研究内容（全体構想）



研究内容（全体構想）



研究内容

社会形成力の要素

①多角的に考察する力

②社会への関わりを選択・判断し、構想する力

③根拠をもって主張し、他者を説得する力

④他者との合意形成・意思決定する力



研究内容

「社会形成力につながる資質・能力」

① 多角的に考察する力

複雑に組み合わさっている、
多面性をもっている社会的事象を、
社会的な見方･考え方を働かせて、
多面的な側面を多角的に考察
(比較･分類・総合等)し、
社会のあるべき姿、
よりよい社会形成に向けて、
自分なりに構想するための
根拠を見出す力



研究内容

「社会形成力につながる資質・能力」

② 社会への関わりを選択・判断し、構想する力

社会的事象の仕組みや働きを学んだ上で、
習得した知識などの中から
自分たちに協力できることを選び出し、
自分の意見や考えとして決めるなどして
判断すること。

私たちはどうすればよいか、
何を優先すべきかなどの問い
（深まった課題）を設け、
自分たちの立場を踏まえ、
自分にできることを考えたり、
事象の新たな価値や意味を見出したり、
よりよい社会の在り方を考えたりする力



研究内容

「社会形成力につながる資質・能力」

③ 根拠をもって主張し、他者を説得する力

考えたことや選択・判断したことを
説明する力、議論する力のこと。

説明するとは、
根拠や理由を明確にして、
調べて理解したことや
それに対する自分の考えなどを
論理的に説明すること。

議論する力とは、
互いに自分の主張を論じ合うこと
自己の主張に固執するのではなく、
他者の主張につなげたり、
互いの立場や根拠を明確にして
討論したりして、
自分の考えを主張すること
＝他者を説得する力



研究内容

「社会形成力につながる資質・能力」

④ 他者との合意形成・意思決定する力

合意形成を図る過程により、
社会形成の観点から、
公共的な価値の創出も可能となり、
社会的事象の意味をより
客観的に捉えることができる。



社会形成力と3観点とのつながり

研究内容

※よりよい社会の形成に参画する資質や能力の基礎 ＝社会形成力
※将来どのような社会をつくりたいかを考え、

そのために行動する基礎的な資質・能力として
※４つの要素の統合概念としてとらえる。



研究内容（全体構想）



研究内容

視点Ⅰ・・・主に内容知
(社会形成力を育成する内容の精選)の側面

視点Ⅱ…主に学習論
(社会的な見方・考え方の深化)の側面

視点Ⅲ…主に実践知
(教育課程を通して他教科や他領域、経験等との有機的な

関連を図った実践的社会形成力の育成)
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研究内容

視点Ⅰ・・・主に内容知
(社会形成力を育成する内容の精選)の側面

社会形成力を育成するために必要な内容知及び
教材開発・学習材化、価値ある問い

◆ 地理的、歴史的、公民的見方・考え方と社会形成力に
つながる内容の関連性、
◆ 幼稚園教育要領、学習指導要領をもとにした
幼児期教育から生活科へ、そして生活科から社会科、
中学校社会科へとつながる縦系列の内容分析
◆ 社会形成力の視点から各教科書会社によって扱う事例、
共通して見られる用語、主な学習活動、
育てたい資質・能力等について教科書分析する。



研究内容

① 社会形成力を育てる地域学習（3・4年）

② 社会形成力を育てる国土理解・産業学習
（5年）

③ 社会形成力を育てる政治学習（6年）

④ 社会形成力を育てる歴史学習（6年）



研究内容

① 社会形成力を育てる地域学習（3・4年）

② 社会形成力を育てる国土理解・産業学習
（5年）

③ 社会形成力を育てる政治学習（6年）

④ 社会形成力を育てる歴史学習（6年）



研究内容

① 社会形成力を育てる地域学習（3・4年）

◆ 地域性を生かす視点

◆ 地域性を捉える視点

◆ 地域を理解するための基礎

「組織と自分」との関わりを通して、「私たち
のまちには、いろいろな組織があり人々が
安全に健康に生活できるようにしている」
ことについて理解する



研究内容

① 社会形成力を育てる地域学習（3・4年）

② 社会形成力を育てる国土理解・産業学習
（5年）

③ 社会形成力を育てる政治学習（6年）

④ 社会形成力を育てる歴史学習（6年）



研究内容

② 社会形成力を育てる国土理解・産業学習
（5年）

◆ 事実に基づいた社会集団としての意識の育成

国土の特色とともに、
そこで働く人々の姿や
各地の有機的な交流などを具体的に理解



研究内容

① 社会形成力を育てる地域学習（3・4年）

② 社会形成力を育てる国土理解・産業学習
（5年）

③ 社会形成力を育てる政治学習（6年）

④ 社会形成力を育てる歴史学習（6年）



研究内容

③ 社会形成力を育てる政治学習（6年）

◆ 政治的・経済的活動などを捉え、
説明するための概念的な枠組み

＝見方・考え方の基礎を養うこと

社会生活に見られる
具体的な事例等を取り上げて

多角的・具体的に考えること



研究内容

① 社会形成力を育てる地域学習（3・4年）

② 社会形成力を育てる国土理解・産業学習
（5年）

③ 社会形成力を育てる政治学習（6年）

④ 社会形成力を育てる歴史学習（6年）



研究内容

④ 社会形成力を育てる歴史学習（6年）

◆ 変化への認識を育てる
◆ 歴史の進展における人間の役割への

認識を深める
◆ 集団の一員としての連帯感を高める
◆ 意思決定の力を高め参加意欲を高める

◇ ある時代のある人物の行動を通して、
学んだことが社会認識として現代の生活の中に
通用するものとして捉えること。
◇ それをもとに歴史的事象に対する社会認識が
子どもたちに形成されること



研究内容

社会形成力を育む社会科カリキュラム全体構想

内容Ⅰ・・・くらしと国土・産業
「持続可能な社会」の創り手を育てるために

内容Ⅱ・・・くらしと政治・文化
私たちの「伝統・文化」を守り、受け継ぐために

内容Ⅲ・・・くらしと健康・安全
私たちの「いのち」と「くらし」を守るために



研究内容

視点Ⅰ・・・主に内容知
(社会形成力を育成する内容の精選)の側面

視点Ⅱ…主に学習論
(社会的な見方・考え方の深化)の側面

視点Ⅲ…主に実践知
(教育課程を通して他教科や他領域、経験等との有機的な

関連を図った実践的社会形成力の育成)



研究内容（全体構想）



研究内容

学習論として

① 学習設計と単元展開の工夫・改善

② 学習形態の工夫・改善

③ 教育メディア利用の工夫・改善

④ 学習評価の工夫・改善



研究内容

視点Ⅱ…主に学習論
(社会的な見方・考え方の深化)の側面

社会的な見方・考え方を働かせた深い学び
学習意欲、指導の個別化・学習の個性化(個と協働学習)

思考操作と表現の重層化(ノート、板書)の視点

◆ 生きて働く知識・技能を習得
◆ 一人一人の子どもの社会認識を深める
◆ 深い学びの創造

深い学びの創造につながる学びのプロセス



研究内容



研究内容



研究内容

深い学びの創造につながる学びのプロセス

第１段階（問題をつかむ場面）
◆ 子どものもつ既習知識、既有経験等をもとに、解決しようとする学
習問題への見通しに対して、一人一人の子どもがもつ社会的な見方・
考え方が明確にする。



研究内容

深い学びの創造につながる学びのプロセス

第２段階（ 学習の展開場面）

◆ 一人一人が習得した知識・技能をもとに個による調べ学習
話合い活動（協働的な学び）を行い、
子ども同士、また多様な他者との関係性の中で、
前時までに習得した社会的な見方・考え方を深められるようにする。

◆ これまで身に付けた社会的な見方や考え方を用いて、
他の事例を取り上げて学習を進めていく（転移・応用）
別の観点から再構成する（観点変更）することで、
社会的な見方・考え方を深め、広げていく。



研究内容

深い学びの創造につながる学びのプロセス

第３段階（学習のまとめの場面）
◆ 単元を貫く学習問題に対する自分の考えを
言葉や文章、図で表現したり、別の事例を取り上げて検証のため
の学習を行ったりしつつ、一人一人の社会参画への足かがりとする。

◆ 知識構造図の中に、新たな社会的な見方・考え方がどのように位
置付けられ、知識がどのように変容していくのか、また別の社会的事
象を取り上げて知識を更新する(再構成)ことによって、どのような社
会的な見方・考え方が育まれるかを想定する。



研究内容

視点Ⅰ・・・主に内容知
(社会形成力を育成する内容の精選)の側面

視点Ⅱ…主に学習論
(社会的な見方・考え方の深化)の側面

視点Ⅲ…主に実践知
(教育課程を通して他教科や他領域、経験等との有機的な

関連を図った実践的社会形成力の育成)



研究内容（全体構想）



研究内容

視点Ⅲ…主に実践知
(教育課程を通して他教科や他領域、経験等との有機的な
関連を図った実践的社会形成力の育成)

実践的な社会形成力育成への道筋の視点

◆ 教育課程全体を見通した大単元構想
◆ 他教科(国語科、生活科、特別の教科道徳等)及び
他領域(特別活動、総合的な学習の時間)との関連

実践的社会形成力の育成を図る道筋の具体化


